
農

研

究

第

+

ニ

巻

串
数
種
の
販
責
殺
議
剤
試
験
報
告

. ， 

近

郎

藤

一
、
緒

言

現
在
ま
で
に
設
が
農
業
界
に
紹
介
せ
ら
れ
供
給
ぜ
ら
れ
た
所
の
害
金
属
除
用
販
質
殺
轟
剤
の
種
類
並
に
其
の
叡
量
は
砂
〈
な
か
っ
た
さ
思

ふ
.
そ
し
て
之
等
の
可
成
b
a
p般
の
販
寅
殺
轟
剤
の
出
現
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
に
就
い

τ考
察
し
て
見
る
に
枇
曾
の
女
明
化
さ
共
ぷ
時
代

の
縮
ら
し
め
た
る
優
勝
劣
敗
の
陣
営
此
の
方
面
に
於
い
て
色
限
る
事
が
出
来
る
様
で
あ
る
、
し
か
し
大
恒
次
の
て
こ
に
分
担
す
る
ζ
ε
が

出
来
る

g
思
ふ
。

一
‘
相
嘗
な
る
渡
島
圃
カ
ケ
有
し
嘗
業
者
に
現
在
使
用
せ
ら
れ
つ
3
あ
h
て
賞
用
的
慣
値
を
認
め
ら
れ
て
居
る
部
類
に
濁
す
も
の
、

こ
‘
葉
剤
の
殺
盆
効
果
宜
俸
の
知
〈
顕
著
な
ら
宇
一
般
に
使
用
せ
ら
る
3
債
値
無
き
も
の
・
叉
新
〈
の
知
き
a
b
の
に
し
て
自
然
淘
汰
さ
れ

た
蹴
態
芝
な
り
終
-
p
h
z
告
げ
軍
に
其
の
名
金
残
し
て
居
る
じ
過
ぎ
な
い
部
類
の
も
の
。
以
上
一
一
つ
の
肉
前
者
ぷ
属
す
べ
き
患
の

ε錐
お
各
々

の
般
血
剤
の
性
質
に
よ
h
y
て
岨
障
で
の
容
量
仁
劃
し
て
有
効
で
あ
る
も
の
は
少

t
康
郁
よ
8
遁
用
方
面
の
局
限
せ
る
も
ゆ
戒
は
其
の
或
る
範
園

内
に
於
い
て
色
借
青
島
園
の
種
類
に
よ
り
て
設
す
カ
に
強
弱
の
差
異
は
あ
る
も
の
な
れ
ば
個
冷
の
殺
轟
剤
に
於
い
て
色
諸
種
の
審
血
闘
に
劃
す
る
比

数
種
の
底
寅
殺
・
園
用
試
・
a
報
告



画
風
種
の
阪
貸
殺
鼠
剤
試
践
報
告

較
的
奏
効
程
度
の
如
何
.
特
劫
を
費
揮
し
得
る
害
轟
の
種
類
如
何
.
誌
は
殺
島
園
力
ず
』
藁
剤
使
用
さ
の
趣
憤
的
鯛
係
等
を
明
瞭
じ
し
害
晶
画
幅
除

賞
綜
の
衝
に
め
る
人
士
の
使
用
に
便
す
る
鵠
惨
に
・
叉
は
賞
際
家
巳
取
っ
て
利
用
し
得
ら
れ
る
殺
晶
剤
の
紹
介
を
な
し
、
或
は
前
遁
の
〈
二
)

に
嵐
す
が
知
き
殺
盆
剤
が
現
在
及
び
将
来
巳
於
い
て
絶
動
日
容
せ
令
M
A
出
現
し
な
い
も
の
ご
断
言
す
る
百
曹
は
出
品
川
得
な
い
か
も
知
ね
な
い
故

其
等
に
響
曲
す
る
鑓
め
に
謄
用
昆
怠
血
事
じ
聞
係
せ
る
者
の
仕
事
ざ
し
て
、
販
商
県
殺
晶
剤
使
別
に
就
き
て
の
研
究
調
査
は
重
要
な
る
一
部
を
鴛

し
て
居
る
も
の
さ
思
ふ
。
し
か
し
E
m
t
の
知
き
事
業
ば
私
書
早
が
論
ん
守
る
ま
で
も
な
〈
鼠
じ
此
の
道
の
研
究
者
い
い
よ
っ
て
研
究
費
表
せ
ら
れ

て
居
る
も
の
が
決
し
て
少
〈
な
い
。
私
は
弦
に
過
去
最
年
間
中
に
大
原
農
業
研
究
所
に
費
し
て
販
寅
殺
議
剤
の
製
造
業
者
並
に
販
責
聞
係
者

よ
h
最
種
の
葉
剤
が
提
供
せ
ら
れ
て
、
そ
の
殺
轟
試
験
が
懇
請
せ
ら
れ
た
の
で
‘
筒
輩
な
る
試
験
を
行
っ
た
・
其
の
得
た
る
成
積
を
報
奇
し

度
い
芭
恩
ふ
。
此
の
賓
融
は
我
々
の
寅
験
室
じ
於
げ
る
寸
時
を
利
用
し
て
鴛
し
に
る
も
の
に
過
ぎ
今
且
つ
新
味
を
快
い
で
居
る
様
で
あ
る
、

し
か
し
此
の
卒
凡
な
る
か
の
如
き
貰
験
の
結
果
も
既
に
研
究
費
表
せ
ら
れ
た
る
所
の
成
績

ε共
じ
販
貨
殺
轟
剤
使
用
試
融
業
蹟
の
一
部
ざ
し

て
参
考
さ
な
る
事
さ
信
じ
叉
殺
轟
試
験
依
頼
者
に
掛
す
る
報
特
の
意
を
粂
ね
公
じ
す
る
次
第
で
め
る
。

二
、
ネ
オ
ト
ン
の
殺
最
力
に
関
す
る
賓
験

1. 

寅

方

法

験

の

寅
職
に
供
し
た
る
藁
品
は
、
理
化
拳
研
究
所
提
供
〈
大
正
十
四
年
)
品
に
し
て
最
後
ま
で
同
一
物
を
供
試
し
、

マ
ル
セ
ー
ル
石
鹸
及
ア
デ
カ

農
事
石
鹸
を
加
用
す
・
撒
布
液
の
調
合
は
石
鹸
一
封
度
、
ネ
オ
ト
ン
卒
封
度
、
水
一
石
に
て
調
製
し
に
る
も
の
を
主
ざ
し
石
鹸
は
全
用
水
の

一
部
を
以
つ

τ石
鹸
水
を
作
hJ提
氏
四
・
五
十
度
内
外
ざ
な
り
た
る
時
ネ
オ
ト
シ
を
投
入
揖
搾
し
溶
解
ぜ
し
め
に
る
後
之
れ
を
所
定
の
水
に



て
稀
縛
使
用
す
、
撒
布
は
供
試
金
ぞ
食
餌
植
物
さ
共
に
置
き
充
分
撒
布
し
七
る
後
「
シ
ヤ
l
V
4」「
J
n
Y
1
7」
(
硝
子
襲
)
養
轟
箱
内
に
保
も
巌

日
後
成
績
調
査
を
行
ふ
、
供
試
晶
を
保
ち
た
る
容
器
は
自
然
の
航
膿
に
近
か
ら
し

U
る
の
意
味
に
て
器
底
に
は
紙
瓢
砂
金
敷
き
種
ひ
は
金
網

寒
冷
紗
に
て
な
し
聾
轟
室
内
に
置
〈
、
成
績
を
調
査
す
る
に
際
し
て
生
.
死
金
判
然
さ
匝
別
す
る
に
苦
む
場
合
が
無
し

εせ
ね
、
新
の
知
き

場
合
に
は
供
試
畠
の
生
、
死
を
庄
理
的
に
睦
掃
に
・解
す
べ
き
か
.
又
は
賞
用
的
立
場
か
ら
し
て
盤
、
死
を
匝
別
す
べ
き
か
が
問
題
さ
な
る
の

で
あ
る
が
前
者
に
よ
れ
ば
殺
畠
歩
合
〈
調
査
時
に
表
は

eHる
)
は
小
な
る
も
賞
際
に
於
い
て
は
其
れ
以
上
に
有
効
で
あ
る
揖
合
も
在
っ
て
正

確
な
る
殺
轟
歩
合
を
示
す
こ
さ
が
困
難
で
あ
り
叉
後
者
に
撮
る

εせ
ば
其
の
鑑
別
の
知
何
に
よ
っ
て
諜
差
が
生
守
る
事
も
あ
る
か
も
知
れ
な

い
.
し
か
し
以
上
は
奏
効
に
多
〈
の
時
聞
を
聾
す
る
葉
剤
の
揚
合
に
超
る
問
題
で
あ
る
・
弦
に
報
告
せ
ん
さ
す
る
試
験
じ
於
い
て
は
斯
〈
の

如
h
t
複
綾
な
る
方
法
に
撮
ら
Aγ
躍
に
調
査
時
に
於
け
る
成
績
を
そ
の
値
記
す
こ
さ
3
し
、
生
容
せ
る
色
生
語
能
力
あ
り
や
否
や
が
援
聞
の
個

憧
の
あ
り
た
る
さ
き
は
特
に
そ
の
旨
伝
記
す
こ
さ
主
し
た
。

賞

験

結

果
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働
車
種
の
阪
費
殺
盛
期
試
・
報
告

六

五
月
九
日
幼
畠
鰻
に
て
全
部
主
宰
し
居
た
り
。

第
一
同
調
査

第
二
問
調
査

五
月
廿
日
管
繭
十
一
一
風
管
陶
せ
十
踊
化
せ
る
も
の
五
頭
、
幼
盆
憩
に
て
生
事
せ
る
も
の
十
一
頭
、
幼
畠
般
に
で
死

C
せ
る

も
の
二
十
頭
あ
っ
た
。

第
三
問
調
査

六
月
七
日
蘭
十
一
個
中
よ
り
十
頭
成
盆
調
化
、
一
個
は
調
査
し
た
る
に
幼
盆
触
に
て
死
亡
し
居
り
蝿
鰻
の
S
の
五
頭
は
其

の
憧
死
亡
、
又
前
同
調
査
の
際
生
害
し
居
た
る
幼
轟
十
一
一
風
も
其
の
倹
死
亡
・
其
の
結
果
は
管
蘭
せ
る
個
慣
猷
十
一
.
沼
化
せ
る
も
の
十
頭

踊
憩
に
ま
で
準
み
て
死
亡
せ
る
個
慣
厳
五
、
幼
晶
個
師
の
憧
死
亡
せ
る
も
の
三
十
二
頭
あ
っ
た
。

以
上
の
殺
員
試
験
に
用
ひ
た
る
石
鹸
は
試
雄
第
三
一

0
・
三
一
、
雨
匝
に
ア
デ
カ
農
磁
石
晶
闘
を
使
用
し
に
る
の
他
は
、
皆
守
ル
セ
l
L
F
石
鹸

を
周
ひ
た
‘
叉
カ
プ
ラ
パ
チ
.
商
業
峰
成
金
、
ウ
メ
ク
ム
シ
の
寅
験
の
際
は
葉
剤
撒
布
匝
の
劃
照
ざ
し
て
蒸
清
水
撒
布
匝
を
作
り
叡
衣
の
寅

臓
b
z
操
逗
し
た
る
に
稀
に
死
亡
S
b
E
認
ゆ
た
る
も
燕
漕
水
撒
布
に
よ
り
て
受
け
た
る
物
理
的
又
は
主
理
的
作
用
が
致
死
の
主
因
さ
な
っ
た
さ

は
考
え
ら
れ
な
い
。

実
に
供
試
材
料
の
供
試
嘗
時
の
老
幼
の
程
度
知
何
或
は
温
度
知
何
等
は
賞
融
結
果
に
表
は
る
主
苑
畠
寧
に
多
少
影
響
す
る
@
さ
思
ふ
げ
れ

r
s弦
に
報
告
し
た
る
中
に
於
い
て
は
煩
セ
避
け
ん
鴛
め
其
れ
を
記
す
こ
さ
ぞ
省
略
し
た
る
も
其
の
大
置
は
貰
験
施
行
の
期
日
に
よ
り
て
推

察
さ
れ
ん
こ
ご
ぞ
望
h
u
。

一一一、
b
ν

ト
ロ
ン
の
殺
量
試
験
成
績

賞

験

方

1. 

法

の
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太 祖 援 掻 (?) 15 日)()倍 1∞. 1926.10.13--10.18 

施 業 鯵〈幼 重量〉 16 l(別倍 75 3 72 96. " 11.22--11.29 

s 鯵(若 掻〉 17 " 16 4 12 75. 1927. 7.21-7.23 

脂 〈成 盛〉 18 • 21 14 7 333 " 10. 6-10. 10 

鍵 掻く若 掻〉 19 " 36 。36 100. " 7.21--7.23 

恒 (成 詣) 20 • 38 32 6 15.7 " 10. 6--10.10 

" " 21 9・ 22 14 13 5!f. 1926. 10. 11-10. 14 
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アイザウムシ(成 11) 21 ー 10 10 。。1926.10.11-10.14 

サル
'‘ ム ーi'(幼 趨〉 25 5∞倍 153 。163 1∞. 市 10.13--10.18

曹

" 26 1∞0僑 121 13 111 89.'5 " 10. 11-10.14 
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で
め
る
か
、
そ
し
て
其
の
死
畠
が
食
は
れ
た
る
か
、
叉
は
健
全
な
る
個
障
が
鈍
さ
れ
た
る
か
は
疑
問
で
あ
る
こ
ぎ
を
特
に
記
し
て
置
に
、
見

聾
晶
の
成
轟
を
材
料
さ
し
た
る
二
十
一

一回
は
生
、
死
を
別
つ
に
長
時
日
を
要
し
た
.
加
用
し
に
る
石
鹸
の
量
は
水
て
や
に
費
し
十
匁
乏
し
第

十
八
、
二
十
、
二
十
一
一
一
、
二
十
七
試
験
匝
で
は
ア
ヂ
カ
農
事
石
鹸
を
使
用
し
、
他
は
マ
ル
セ
l
p
石
鹸
を
使
用
し
た
。

四
、
イ
マ
グ
殺
虫
剤
殺
盛
試
験
成
績

1. 

賓

轍

の

方

法

.
此
の
殺
轟
剤
は
大
鹿
市
今
漕
化
事
研
究
所
の
製
造
販
質
せ
る
色
の
に
し
て
此
の
賓
験
中
一
九
二
七
年
十
月
中
ま
で
の
志
の
は
同
年
七
月
開

封
の
業
品
に
マ
ル
セ
ー
ル
石
鹸
を
加
用
し
て
使
用
し
、
以
後
の
貧
験
に
は
十
一
月
入
手
の
小
植
を
試
験
に
供
し
ア
デ
カ
農
事
石
鹸
を
加
用
し

た
‘
撒
布
液
調
製
の
方
法
は
既
に
記
し
た
る
二
つ
の
殺
晶
剤
の
相
場
合
芝
同
様
金
使
用
水
の
一
部
に
て
石
鹸
水
を
作
り
そ
れ
に
襲
回
聞
を
加
え
五

分
揖
搾
混
合
せ
し
め
此
の
護
液
を
残
り
の
水
に
て
稀
縛
す
る
の
方
法
に
撮
っ
た
λ
因
に
記
す
本
年
十
一
月
製
窺
者
今
湾
博
士
は
賞
融
の
結
果

さ
し
て
、
使
用
ロ
嘗
h
J
τ
石
鹸
の
加
用
量
は
水
て
や
に
掛
し
て
二
十
匁
さ
定
め
害
轟
の
藁
剤
に
劃
す
る
抵
抗
力
の
強
調
に
謄
じ
て
藁
品
使
用

置
を
遁
宜
加
減
し
且
つ
藁
品
を
直
接
水
中
に
投
十
る
代
b
に
石
鹸
水
に
て
聾
め
乳
般
化
f
a--
な
し
後
に
稀
稗
使
用
す
る
方
法
に
撮
れ
ば
殺
a
M
カ

犬
な
b
さ
の
詑
明
を
褒
表
さ
れ
た
)
其
の
他
の
方
法
は
前
二
者
に
同
じ
。

2. 

成

績

寅

験

問。冶
印
。
演

M
h
-
-

護嫁一府富一語録
一言
磁
石

UH

一弘
一H
5
4
M
H
l

何回毎
l

葉
遣
)

~-

‘止告

ハ
鴨
方
海
白
田
|
副
圃
出
岡
田
淋
九

va)

話通

D 

自社

直面

日署

発副首際

ヨ~~量

凶
『
(
持
苛

置語、J

品、

、J.
歎
穫
の
版
画
貝
殺
血
蝿
剤
試
践
報
告

丸
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以
上
の
寅
験
中
薗
業
蜂
幼
畠
に
劃
し
て
前
記
各
漫
度
に
て
稀
稗
液
水
一
キ
に
つ
き
石
鹸
三
十
匁
令
制
用
し
て
使
用
し
た
る
に
略
ぽ
同
様
な

る
結
果
を
得
七
、
叉
上
漣
の
寝
度
の
石
雌
水
車
用
匝

ee比
較
の
震
め
行
ひ
に
る
も
死
亡
す
る
も
の
は
一
つ
色
無
か
っ
た
、
叉
ウ
メ
ク
ム
シ
幼

轟
の
撒
布
試
験
中
試
験
第
十
四
の
生
轟
叡
九
頭
中
五
頭
は
結
繭
四
羽
化
し
た
が
、
婚
の
個
置
の
其
後
の
経
過
は
詳
で
な
い
、
叉
向
島
阻
第
十
二
、

十
三
一
匝
生
轟
の
内
各
一
一
服
は
結
繭
し
た
る
も
婚
の
幼
典
闘
は
果
し
て
生
事
結
繭
踊
沼
化
を
行
ひ
得
に
で
あ
ら
う
か
乞
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

六
、
摘

要

以
上
は
既
に
遁
べ
た
る
如
〈
過
去
厳
年
間
中
に
我
が
圃
に
て
製
造
、
販
質
せ
ら
れ
た
る
叡
種
の
殺
轟
剤
の
殺
盆
効
果
の
試
験
成
績
で
あ
っ

て
之
等
の
寅
雄
に
供
し
七
る
害
捻
類
中
に
は
此
の
種
の
殺
晶
剤
ぞ
使
用
す
る
事
に
よ
b
て
賞
用
的
に
甑
殺
す
る
事
の
不
可
能
な
る
官
官
畠
陣
頭
色

混
在
レ
て
居
る
.
こ
れ
は
寧
に
殺
轟
剤
の
穀
晶
カ
の
如
何
の
み
を
検
せ
ん
が
鴛
め
に
便
宜
上
使
閉
し
た
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
・
叉
試

肢
は
単
に
撒
布
し
た
る
藁
液
の
接
婦
に
よ
り
て
起
る
致
死
の
釦
何
丈
げ
を
見
七
も
の
で
あ
b
A中
に
は
多
ゆ
毒
剤
さ
し
て
作
用
せ
る

S
の
含

ま
る
3
や
も
知
れ
品
γ
〉
且
つ
殺
量
作
用
に
関
聯
す
べ
し
さ
考
え
ら
る
3
種
今
な
る
俸
件
を
十
分
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
療
も
あ
b
、
業
の
結

果
、
弦
に
報
告
し
た
る
殺
轟
剤
の
各
種
害
盆
に
劃
す
る
比
較
的
の
殺
治
力
の
如
何
並
び
に
藁
剤
使
用
山
嗣
グ
♂
纏
韓
関
係
等
の
綜
合
的
有
齢
制

度
の
順
位
等
は
比
の
賓
醸
成
績
に
撮
っ
て
決
す
る
事
は
雄
事
で
め
る
・
し
か
し
大
置
の
賦
況
は
前
掃
の
賓
敏
成
積
さ
後
に
掲
ぐ
る
表
さ
に
よ

h
推
し
知
る
事
は
出
来
る
さ
思
ふ
。

働
車
種
の
阪
責
殺
皐
剤
試
厳
報
告

五



動
車
種
の
底
資
殺
歯
剤
試
厳
報
告
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叉
此
等
殺
畠
幽
剤
の
作
物
に
劃
す
る
襲
警
の
有
無
に
就
い
て
は
著
者
以
来
だ
充
分
な
る
試
験
を
行
っ
て
居
な
い
が
前
記
の
使
用
試
験
並
に
圃

岨
留
に
於
い
て
取
積
の
作
物
に
謄
用
し
た
る
範
囲
内
に
て
は
共
に
襲
害
金
越
し
た
る
揚
合
は
無
か
っ
た
様
に
考
え
て
居
る。

附

記

此
の
薬
剤
使
用
試
験
を
行
ひ
且
つ
本
文
を
草
す
る
に
嘗
り
種
々
な
る
便
宜
さ
御
歌
示
を
賜
は
り
た
る
恩
師
事
骨
川
博
士
に
指
し
深

t
感
謝
の

意
セ
表
す
。
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